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一

白
居
易
「
長
恨
歌
」
の
修
辞
技
法

―
―
対
偶
と
連
鎖
の
物
語
―
―

埋
　
田
　
重
　
夫

〔一〕
　
序

白
居
易
に
と
っ
て
憲
宗
の
元
和
元
年
（
八
〇
六
）
は
、
政
治
的
に
も
文
学
的
に
も
大
き
な
画
期
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
年
の
四
月
に
は
、
皇

帝
自
ら
が
実
施
す
る
制
挙
の
「
才
識
兼
茂
明
於
体
用
科
」
に
合
格
し
、
拝
命
し
た

厔
県
尉
を
皮
切
り
に
、
高
級
官
僚
と
し
て
の
人
生
を
本
格

的
に
歩
み
始
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
ま
た
同
年
の
十
二
月
に
は
、
友
人
の
王
質
夫
や
陳
鴻
と
も
ど
も
、
赴
任
地
近
く
の
仙
游
寺
に
集
い
、

彼
の
文
名
を
不
朽
の
も
の
と
す
る
大
作
「
長
恨
歌
」〔
0596
〕
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。
時
に
三
十
五
歳
、
正
に
早
熟
の
詩
人
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
。

白
居
易
の
才
能
は
、
十
代
後
半
（
十
六
歳
前
後
）
に
作
ら
れ
た
五
言
律
詩
「
賦
得
古
原
草
送
別（

１
）」〔

0671
〕
に
早
く
も
現
れ
て
い
る
が
、「
長
恨
歌
」

の
完
成
こ
そ
は
、
詩
人
た
る
名
声
を
当
時
の
社
会
の
末
端
に
ま
で
広
く
確
立
し
た
と
い
う
点
で
、
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

「
長
恨
歌
」
に
は
白
居
易
文
学
の
精
髄
が
鏤
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
彼
の
作
風
が
総
合
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
本
稿
で
は
専
ら



二

「
長
恨
歌
」
の
修
辞
技
法
に
焦
点
を
当
て
て
、
白
詩
を
白
詩
た
ら
し
め
て
い
る
複
数
の
表
現
要
素
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
分

析
は
ま
た
、
中
国
の
長
い
読
書
形
成
史
に
お
い
て
、
何
故
「
長
恨
歌
」
が
名
作
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
の
解
消
に
も
繋
が
る

と
判
断
さ
れ
よ
う
。

〔二〕
　
問
題
の
所
在

白
居
易
自
身
に
よ
る
詩
文
編
纂
は
、
省
試
受
験
の
た
め
詩
百
首
と
雑
文
二
十
首
の
「
行
巻
」
を
作
っ
た
二
十
九
歳
か
ら
始
ま
り
、『
白
氏
長
慶

集
』
五
十
巻
『
後
集
』
二
十
巻
『
続
後
集
』
五
巻
か
ら
な
る
『
白
氏
文
集
』
七
十
五
巻
（
現
存
七
十
一
巻
）
を
完
成
さ
せ
た
七
十
四
歳
で
終
了

す
る
。
費
や
し
た
歳
月
は
四
十
五
年
、
折
々
の
編
集
作
業
は
十
三
回
、
収
録
す
る
作
品
総
数
は
三
千
八
百
四
十
首
に
達
し
て
い
る（

２
）。

そ
の
な
か

で
「
長
恨
（
歌
）」
な
る
言
葉
が
使
用
さ
れ
る
の
は
六
例
を
数
え
る
。
こ
こ
で
は
詩
と
文
に
分
け
て
、
確
認
で
き
た
用
例
を
列
挙
し
て
み
た
い
。

因
み
に
「
長
恨
歌
」
の
序
文
に
相
当
す
る
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」
の
三
例
を
含
め
れ
ば
、
総
計
は
九
例
に
な
る
。

〔Ａ〕	

韻
文
に
お
け
る
用
例
（
①
「
長
恨
歌
」〈
詩
題
〉
②
「
人
間
四
月
芳
菲
尽
、
山
寺
桃
花
始
盛
開
。
長
恨
春
帰
無
覓
処
、
不
知
転
入
此
中

来
。」〈
大
林
寺
桃
花
〔
0969
〕〉
③
「
一
篇
長
恨
有
風
情（

３
）、

十
首
秦
吟
近
正
声
。
毎
被
老
元
偸
格
律
、
苦
教
短
李
伏
歌
行
。
世
間
富
貴
応

無
分
、
身
後
文
章
合
有
名
。
莫
恠
気
麤
言
語
大
、
新
排
十
五
巻
詩
成
。」〈
編
集
拙
詩
成
一
十
五
巻
、
因
題
巻
末
、
戯
贈
元
九
李
二
十

〔
1006
〕〉）。

〔Ｂ〕	

散
文
に
お
け
る
用
例
（
④
「
…
及
再
来
長
安
、
又
聞
有
軍
使
高
霞
寓
者
、
欲
娉
倡
妓
。
妓
大
誇
曰
、
我
誦
得
白
学
士
長
恨
歌
、
豈
同

他
妓
哉
。
由
是
増
價
。
…
」〈
与
元
九
書
〔
1486
〕〉
⑤
「
…
又
昨
過
漢
南
日
、
適
遇
主
人
集
衆
楽
、
娯
他
賓
。
諸
妓
見
僕
来
、
指
而
相



三

顧
曰
、
此
是
秦
中
吟
・
長
恨
歌
主
耳
。
…
」〈
同
前
〉
⑥
「
…
今
僕
之
詩
、
人
所
愛
者
、
悉
不
過
雑
律
詩
与
長
恨
歌
已
下
耳
。
時
之
所

重
、
僕
之
所
軽
。
…
」〈
同
前
〉）。

②
は
江
州
司
馬
時
代
に
、
廬
山
中
腹
の
大
林
寺
で
作
ら
れ
た
詠
花
詩
に
見
え
る
用
語
で
あ
り
、
複
雑
な
惜
春
の
感
情
を
七
言
絶
句
で
述
べ
た

も
の
。
ま
た
③
④
⑤
で
言
及
す
る
「
長
恨
歌
」
か
ら
は
、
そ
の
作
者
と
し
て
の
強
烈
な
自
負
を
窺
わ
せ
て
注
意
さ
れ
る
。
感
傷
詩
の
「
長
恨
歌
」

と
諷
諭
詩
の
「
秦
中
吟
」
が
、
巷
間
に
広
く
喧
伝
さ
れ
流
行
し
て
い
る
と
い
う
文
脈
で
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
⑥
は
、
本
来

は
会
心
の
作
で
あ
る
は
ず
の
「
長
恨
歌
」
に
対
し
て
、
消
極
的
な
評
価
を
下
し
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
こ
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
謙
遜
・

逆
説
な
ど
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
元
に
な
る
「
与
元
九
書
」
が
執
筆
さ
れ
た
動
機
や
経
緯
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。元

和
十
年
四
十
四
歳
の
時
に
起
き
た
宰
相
武
元
衡
暗
殺
事
件
を
巡
る
対
応
を
咎
め
ら
れ
、
長
安
か
ら
遠
く
離
れ
た
江
州
に
左
遷
さ
れ
た
白
居

易
は
、
親
友
の
元
稹
に
向
け
て
、
そ
れ
ま
で
の
前
半
生
を
総
括
す
る
長
大
な
手
紙
を
認
め
た
。
こ
の
「
与
元
九
書
」
は
、
唐
朝
を
代
表
す
る
優

れ
た
文
学
理
論
書
で
あ
り
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
、
儒
家
の
文
芸
思
想
を
拠
り
所
に
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
兼
済
の
志
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
諷
諭
詩
、
同
じ
く
独
善
の
義
に
基
づ
い
て
詠
わ
れ
た
閑
適
詩
こ
そ
が
、
左
拾
遺
や
翰
林
学
士
を
歴
任
し
て
き
た
自
己
の
理
念
と
実
作
を

支
え
る
両
輪
で
あ
り
得
た
の
で
あ
る（

４
）。

儒
学
の
伝
統
に
則
っ
た
そ
う
し
た
意
識
は
、
こ
の
文
面
で
語
ら
れ
る
諷
諭
・
閑
適
・
感
傷
・
雑
律
の
四

種
分
類
の
叙
述
形
式
に
も
明
確
に
現
れ
て
い
る
。
概
し
て
中
国
の
古
典
で
は
、
引
用
さ
れ
る
順
序
が
そ
の
ま
ま
筆
者
の
価
値
観
の
優
位
性
を
反

映
す
る
か
ら
で
あ
る
。「
詩
教
」
や
「
詩
言
志
」
に
象
徴
さ
れ
る
儒
家
の
詩
観
を
信
奉
し
実
践
し
て
き
た
士
大
夫
白
居
易
は
、
こ
の
前
提
に
立
っ

て
感
傷
詩
の
典
型
で
あ
る
「
長
恨
歌
」
お
よ
び
そ
の
他
の
雑
律
詩
を
「
僕
之
所
軽
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
白
居
易
文
学
の
実
態
や
彼

自
身
の
実
感
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
理
念
的
認
識
と
は
別
に
、
詩
人
白
居
易
の
真
骨
頂
は
、
多
情
多
感
故
に
次
々
と
生
み
出
さ
れ
る
感
傷



四

詩
や
高
度
な
対
偶
技
巧
に
裏
打
ち
さ
れ
た
律
詩
の
世
界
に
あ
っ
た
、
と
も
言
え
る
。
そ
れ
ら
は
何
れ
も
彼
に
と
っ
て
、
一
片
も
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
詩
材
で
あ
り
、
詩
型
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
で
白
詩
を
精
読
す
る
者
は
、「
長
恨
歌
」
に
寄
せ
る
作
者
の
屈
折
し
た
評

価
を
見
誤
っ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、「
長
恨
歌
」
が
白
居
易
の
代
表
作
で
あ
る
事
実
は
動
か
な
い
。
そ
れ
故
に
こ
の
感
傷
詩
に
つ
い
て
は
、「
長
恨

の
主
体
は
誰
な
の
か
」「
作
品
の
主
題
は
何
な
の
か
」
な
ど
、
日
中
の
学
会
に
お
い
て
様
々
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た（

５
）。

例
え
ば
日
本
に

限
定
し
た
場
合
で
も
、
松
浦
友
久
『
詩
語
の
諸
相
―
唐
詩
ノ
ー
ト
』（
研
文
出
版
、
一
九
八
一
年
四
月
）、
同
前
『
陶
淵
明
・
白
居
易
論
―
抒
情

と
説
理
』（
研
文
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
六
月
）、
近
藤
春
雄
『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
の
研
究
』（
明
治
書
院
、
一
九
八
一
年
四
月
）、
川
合
康
三
『
白

楽
天
―
官
と
隠
の
は
ざ
ま
で
』〔
岩
波
新
書
〕（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
一
月
）、
白
居
易
研
究
会
「
白
居
易
研
究
年
報
第
十
一
号
特
集

　
長
恨

歌
―
愛
と
死
の
文
学
」（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
）、
諸
田
龍
美
『
白
居
易
恋
情
文
学
論
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
二
月
）、
下
定
雅

弘
『
長
恨
歌

　
楊
貴
妃
の
魅
力
と
魔
力
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
四
月
）
な
ど
、
優
れ
た
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
研
究
全
体
の
趨
勢
と
し
て
、
長
恨
の
主
体
は
玄
宗
皇
帝
そ
の
人
で
あ
り
、
作
品
の
主
題
は
愛
す
る
女
性
を
亡
く
し
た
男
性
の
痛
恨
と
の
点
で
、

ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
「
長
恨
歌
」
と
は
、
最
愛
の
楊
貴
妃
を
死
に
追
い
遣
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
玄
宗
が
抱
き
続
け
る
悔
恨
の

情
を
詠
う
も
の
で
あ
り
、
死
生
を
も
超
越
し
て
永
続
す
る
性
愛
の
賛
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
文
学
を
発
生
さ
せ
る
根
源
的
な
情
念
が
、
性
愛

志
向
と
時
間
意
識
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、「
長
恨
歌
」
は
ま
さ
に
そ
の
両
者
を
不
可
欠
の
条
件
と
し
て
成
立
し
て
お
り
、
こ
こ
に
こ
の
作
品
が

持
つ
普
遍
的
な
生
命
力
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
先
に
紹
介
し
た
研
究
諸
書
は
、
本
詩
を
恋
情
文
学
の
典
型
と
考
え
、
作
者
の
意
図
や
主
題
の
特
定
な
ど
に
つ
い
て
、
精
力
的
に
分

析
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
な
か
で
特
に
下
定
氏
の
著
作
は
、
日
本
古
鈔
本
の
流
れ
を
汲
む
「
金
澤
文
庫
本
」
を
底
本
と
し
、
先
行
文
献

の
論
点
や
主
張
を
丁
寧
に
検
証
し
た
上
で
、
著
者
独
自
の
「
長
恨
歌
」
論
を
展
開
し
て
い
て
注
目
さ
れ
る
。
本
書
が
他
の
著
作
と
大
き
く
異
な
っ



五

て
い
る
こ
と
は
、
最
終
章
に
「
そ
の
技
法
―
周
到
な
工
夫
の
数
々（

６
）」

を
設
け
、「
長
恨
歌
」
が
如
何
に
詠
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
新
た
な
視
座

を
提
供
し
た
こ
と
で
あ
る
。「
長
恨
歌
」
の
題
材
論
に
つ
い
て
は
複
数
の
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
修
辞
法
を
系
統
的
に
検
討
し
た
も
の

が
ほ
と
ん
ど
指
摘
で
き
な
い
だ
け
に
、
こ
う
し
た
試
論
は
、
こ
の
作
品
の
特
質
を
見
極
め
る
際
に
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

本
稿
で
は
こ
れ
ら
複
数
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
長
恨
歌
」
と
い
う
一
つ
の
閉
じ
ら
れ
た
作
品
論
に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
白
居
易

の
修
辞
法
に
強
く
認
め
ら
れ
る
特
色
と
傾
向
を
中
心
に
据
え
て
、
従
前
と
は
異
な
る
新
た
な
詩
人
像
を
提
示
し
た
い
。
次
節
以
降
で
は
個
々
の

具
体
的
な
修
辞
の
実
態
に
つ
い
て
、
主
に
対
偶
と
連
鎖
の
両
面
か
ら
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

〔三〕
　
対
偶
の
技
法

「
長
恨
歌
」
は
一
句
が
七
言
か
ら
な
り
、
全
部
で
百
二
十
句
を
連
ね
、
総
計
八
百
四
十
字
か
ら
な
る
長
篇
の
古
体
詩
で
あ
る
。
四
声
（
平
上
去

入
）
の
全
て
を
使
用
し
た
換
韻
も
、
三
十
一
回
を
数
え
る
。
こ
の
作
品
を
通
読
し
て
最
初
に
実
感
さ
れ
る
の
は
、
字
・
語
・
句
・
聯
な
ど
の
部

分
か
ら
始
ま
っ
て
一
首
全
体
の
構
想
に
到
る
ま
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
徹
底
し
た
対
偶
性
で
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
「
長
恨
歌
」
は
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
と
い
う
一
組
の
男
女
の
恋
愛
を
詠
う
も
の
で
あ
り
、
終
末
部
分
に
併
置
す
る
「
比
翼
鳥
」
と
「
連

理
枝
」
は
、
そ
の
象
徴
と
も
言
う
べ
き
詩
語
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
本
詩
に
は
、
多
く
の
対
語
が
意
図
的
に
使
わ
れ
て
お
り
、
読
者
は

必
然
的
に
何
か
し
ら
の
対
比
対
照
の
感
覚
を
抱
き
や
す
い
。
平
岡
武
夫
・
今
井
清
校
定
『
白
氏
文
集
』〔
全
三
冊
、
其
一
〕（
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
、
一
九
七
一
年
三
月
）
に
拠
っ
て
、
本
詩
に
現
れ
る
対
語
表
現
を
列
挙
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

粉
黛
・
姉
妹
・
弟
兄
・
父
母
・
緩
歌
慢
舞
・
絲
竹
・
煙
塵
・
君
王
・
旌
旗
・
君
臣
・
芙
蓉
・
桃
李
・
梧
桐
・
鐘
漏
・
鴛
鴦
・
生
死
・
魂
魄
・
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虚
無
・
音
容
・
日
月
・
塵
霧
・
七
月
七
日
、
雲
鬢
花
顔
金
歩
揺
・
霓
裳
羽
衣
・
千
乗
万
騎
・
翠
翹
金
雀
玉
撥
頭
・
朝
朝
暮
暮
・
天
旋
日
轉
・

西
宮
南
内
・
舊
枕
故
衾
・
排
空
馭
気
・
昇
天
入
地
・
雪
膚
花
貌
・
金
闕
西
廂
・
攬
衣
推
枕
・
珠
箔
銀
屏
・
鈿
合
金
釵
・
天
上
人
間
・
天
長

地
久
。

漢
字
は
基
本
的
に
形
・
音
・
義
の
三
要
素
か
ら
な
り
、
そ
の
表
語
文
字
（logogram

）
の
特
性
に
よ
っ
て
、
対
偶
表
現
を
作
り
や
す
い
。
白

居
易
は
漢
語
（H

ànyǔ
）
自
体
が
持
つ
性
格
を
、
文
学
者
と
し
て
体
現
し
た
典
型
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
言
語
や
思
考
に
顕

著
な
複
眼
的
傾
向
は
、
先
の
指
摘
の
傍
証
と
な
る
。
彼
は
文
字
通
り
対
句
の
名
手
で
あ
る
が
、
そ
の
事
実
は
「
長
恨
歌
」
に
詠
わ
れ
る
秀
麗
な

作
例
に
よ
っ
て
も
証
明
さ
れ
る
。
古
体
の
緩
や
か
な
韻
律
で
紡
が
れ
た
対
句
の
数
々
を
引
用
し
て
み
る
。
律
詩
に
秀
で
た
白
居
易
の
才
能
は
、

古
体
詩
の
分
野
で
も
十
二
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

①	

「
金
屋
粧
成
嬌
侍
夜
、
玉
楼
宴
罷
酔
和
春
。」（
第
二
十
一
句
～
第
二
十
二
句
）。

②	

「
行
宮
見
月
傷
心
色
、
夜
雨
聞
猿
腸
断
声
。」（
第
四
十
九
句
～
第
五
十
句
）。

③	

「
春
風
桃
李
花
開
日
、
秋
雨
梧
桐
葉
落
時
。」（
第
六
十
一
句
～
第
六
十
二
句
）。

④	

「
梨
園
弟
子
白
髪
新
、
椒
房
阿
監
青
蛾
老
。」（
第
六
十
五
句
～
第
六
十
六
句
）。

⑤	

「
遅
遅
鐘
漏
初
長
夜
、
耿
耿
星
河
欲
曙
天
」（
第
六
十
九
句
～
第
七
十
句
）。

⑥	

「
排
空
馭
気
奔
如
電
、
昇
天
入
地
求
之
遍
。」（
第
七
十
九
句
～
第
八
十
句
）。

⑦	

「
昭
陽
殿
裏
恩
愛
歇
、
蓬
莱
宮
中
日
月
長
。」（
第
百
三
句
～
第
百
四
句
）。

⑧	

「
釵
留
一
鈷
合
一
扇
、
釵
擘
黄
金
合
分
鈿
。」（
第
百
九
句
～
第
百
十
句
）。
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⑨	

「
在
天
願
作
比
翼
鳥
、
在
地
願
為
連
理
枝
。」（
第
百
十
七
句
～
第
百
十
八
句
）。

①
は
形
容
詞
・
名
詞
・
動
詞
が
完
璧
な
対
偶
を
形
成
し
、
楊
貴
妃
の
奢
侈
で
逸
楽
に
満
ち
た
後
宮
生
活
を
具
体
的
に
描
写
す
る
。
そ
し
て
②

③
⑤
で
は
一
転
し
て
、
最
愛
の
女
性
を
喪
失
し
た
玄
宗
の
悲
哀
と
寂
寥
を
、
視
覚
と
聴
覚
、
春
（
風
）
と
秋
（
雨
）、
開
花
と
落
葉
、
地
上
と
天

空
そ
れ
ぞ
れ
対
に
し
て
暗
示
す
る
。
ま
た
④
で
は
、
二
度
と
取
り
戻
せ
な
い
輝
か
し
い
過
去
の
時
間
が
、「
梨
園
弟
子
・
白0

髪
・
新0

」「
椒
房
阿

監
・
青0

蛾
・
老0

」
の
如
く
、
反
転
屈
折
し
た
身
体
表
現
で
象
徴
さ
れ
る（

７
）。

さ
ら
に
⑨
に
至
っ
て
は
、
生
前
に
宮
中
で
密
や
か
に
交
わ
さ
れ
た
愛

の
誓
い
が
、
今
度
は
死
後
に
仙
界
か
ら
人
界
へ
再
び
届
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
白
居
易
の
対
句
は
、
単
純
に
甲
乙
を
並
列
し
て
対
応
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
複
雑
で
陰
翳
に
富
ん
だ
感
情
の
発
露
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
字
と
字
、
語
と
語
、
句
と
句
を
緻
密
に
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
詩
的
心
象
を
一
層
鮮
明
に
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
対
偶
技
巧
は
二
句
内
の
み
な
ら
ず
、
一
句
中
で
も
精
力
的
に
試
行
さ
れ
る
。

当
句
対
あ
る
い
は
句
中
対
と
も
呼
ば
れ
る
用
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。
七
言
句
内
に
詠
出
さ
れ
る
同
一
文
字
の
重
複
が
特
に
注
意
さ
れ
る
。
当
句

対
も
ま
た
、
白
居
易
が
得
意
と
し
た
修
辞
技
法
の
一
つ
で
あ
る
。

⑩	

「
春0

従
春0

遊
夜0

専
夜0

」（
第
十
八
句
）。

⑪	

「
不
重
生

0

0

0

男
重
生

0

0

女
」（
第
二
十
六
句
）。

⑫	

「
蜀
江
水

0

0

0

碧
蜀
山

0

0

青
」（
第
四
十
七
句
）。

⑬	

「
太
液
芙
蓉
未
央
柳
」（
第
五
十
八
句
）。

⑭	

「
芙
蓉
如0

面
柳
如0

眉
」（
第
六
十
句
）。

⑮	

「
鴛
鴦
瓦
冷
霜
華
重
」（
第
七
十
一
句
）。
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⑯	

「
臨
卭
方
士
鴻
都
客
」（
第
七
十
五
句
）。

⑰	
「
上
窮
碧
落
下
黄
泉
」（
第
八
十
一
句
）。

⑱	
「
不
見

0

0

長
安
見0

塵
霧
」（
第
百
六
句
）。

こ
の
世
の
森
羅
万
象
を
相
対
的
か
つ
多
面
的
に
認
識
し
把
握
す
る
こ
と
、
白
居
易
特
有
の
文
体
は
恐
ら
く
そ
の
よ
う
な
思
考
や
感
性
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
徹
底
ぶ
り
は
、
前
述
の
言
語
面
だ
け
で
な
く
、「
長
恨
歌
」
の
構
想
全
体
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

着
想
を
巡
る
最
初
の
特
徴
は
、
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
と
陳
鴻
の
「
長
恨
歌
伝
」
が
、
表
裏
一
体
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
後

者
は
前
者
の
い
わ
ば
序
文
（
解
説
）
を
な
し
て
お
り
、
共
に
史
実
を
部
分
的
に
改
変
し
潤
色
し
て
い
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
も
の
の
、
文
体

（
韻
文
と
散
文
）
と
主
題
（
感
傷
と
諷
諭
）
で
は
際
立
っ
た
対
比
を
見
せ
て
い
る
。
と
り
わ
け
楊
貴
妃
像
に
到
っ
て
は
、
全
く
異
な
る
様
相
を
呈

し
て
い
る
。
楊
貴
妃
を
悲
恋
の
主
人
公
に
設
定
す
る
「
長
恨
歌
」、
そ
し
て
真
逆
の
「
尤
物
」「
乱
階
」
の
悪
し
き
象
徴
と
見
做
す
「
長
恨
歌
伝
」、

こ
の
著
し
い
違
い
は
、
詩
人
と
し
て
の
白
居
易
と
史
官
た
ら
ん
と
す
る
陳
鴻
の
立
場
の
違
い
を
明
白
に
表
し
て
い
る（

８
）。

対
象
と
な
る
素
材
は
同

一
で
も
、
創
作
の
意
図
は
異
質
で
あ
り
、
両
者
は
合
わ
せ
鏡
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
さ
え
言
え
る
。

「
長
恨
歌
」
を
考
え
る
上
で
次
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
作
品
に
お
け
る
叙
事
の
展
開
が
大
き
く
二
分
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
前

半
（
第
一
句
～
第
七
十
四
句
）
で
は
生
前
の
楊
貴
妃
を
中
心
と
し
、
後
半
（
第
七
十
五
句
～
第
百
二
十
句
）
で
は
死
後
の
楊
貴
妃
を
登
場
さ
せ

る
。
そ
し
て
前
後
二
段
の
書
き
出
し
は
、
等
し
く
貴
妃
を
捜
し
出
す
描
写
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
類
似
は
、
本
詩
が
こ
こ
で
前
後
す
る
大

き
な
根
拠
に
な
ろ
う
。
参
考
ま
で
に
、
当
該
箇
所
の
冒
頭
十
四
句
を
引
用
し
て
み
る
。

漢
皇
重
色
思
傾
国
、
御
寓
多
年
求
不
得
。
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楊
家
有
女
初
長
成
、
養
在
深
窓
人
未
識
。

天
生
麗
質
難
自
棄
、
一
朝
選
在
君
王
側
。

迴
眸
一
笑
百
媚
生
、
六
宮
粉
黛
無
顔
色
。

春
寒
賜
浴
華
清
池
、
温
泉
水
滑
洗
凝
脂
。

侍
児
扶
起
矯
無
力
、
始
是
新
承
恩
澤
時
。

雲
鬢
花
顔
金
歩
揺
、
芙
蓉
帳
暖
度
春
宵
。

　
…

　
…

　
…

　
　 
…

　
…

　
…

臨
卭
方
士
鴻
都
客
、
能
以
精
誠
致
魂
魄
。

為
感
君
主
展
転
思
、
遂
教
方
士
慇
懃
覓
。

排
空
馭
気
奔
如
電
、
昇
天
入
地
求
之
遍
。

上
窮
碧
落
下
黄
泉
、
両
処
茫
茫
皆
不
見
。

忽
聞
海
上
有
仙
山
、
山
在
虚
無
縹
緲
間
。

楼
殿
玲
瓏
五
雲
起
、
其
上
綽
約
多
仙
子
。

中
有
一
人
名
玉
妃
、
雪
膚
花
貌
参
差
是
。

　
…

　
…

　
…

　
　 

…
　
…

　
…

二
つ
の
段
落
は
、
天
子
の
要
望
→
貴
妃
の
探
索
→
発
見
の
経
過
→
人
界
と
仙
界
で
の
様
子
→
傑
出
し
た
容
姿
と
い
う
記
述
で
共
通
し
て
お
り
、

唯
一
異
な
る
の
は
貴
妃
（
玉
妃
）
の
身
を
置
く
場
が
、
生
者
の
世
界
か
ら
死
者
の
世
界
に
転
換
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
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陽
と
陰
の
対
照
性
は
、
楊
貴
妃
の
人
物
形
象
に
も
は
っ
き
り
と
投
影
さ
れ
て
い
る
。
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る（

９
）よ

う
に
、
前
段
の
楊
貴
妃
は
、
ひ

た
す
ら
受
動
的
で
寡
黙
で
あ
り
、
ま
る
で
個
人
と
し
て
の
意
志
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
よ
う
に
描
か
れ
る
一
方
、
後
段
の
そ
れ
は
、
生
前
の

姿
か
ら
想
像
も
で
き
な
い
ほ
ど
に
能
動
的
で
多
弁
で
あ
り
、
天
子
に
対
す
る
自
ら
の
思
い
さ
え
も
率
直
に
表
明
し
て
い
る
。
死
を
挟
ん
で
貴
妃

像
が
そ
の
個
性
や
資
質
を
逆
転
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
、
相
思
相
愛
の
美
し
い
物
語
に
昇
華
さ
せ
る
上
で
確
か
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

換
言
す
れ
ば
「
長
恨
歌
」
は
、
第
七
十
五
句
以
降
の
後
段
を
さ
ら
に
追
加
す
る
こ
と
で
初
め
て
、「
尤
物
」（
傾
国
の
美
女
）
を
「
懲
」
ら
し
「
乱

階
」（
騒
乱
の
端
緒
）
を
「
窒
」
ぐ
た
め
の
諷
諭
詩
か
ら
脱
却
し
、
一
対
の
男
女
の
絶
え
る
こ
と
の
無
い
愛
を
詠
う
感
傷
詩
に
な
り
得
た
の
で
あ

る
。こ

の
よ
う
に
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
は
、
陰
陽
が
数
度
に
渉
っ
て
変
化
し
て
い
く
叙
事
詩
で
あ
り
、
そ
の
著
し
い
特
色
は
、
時
間
表
現
に
も

波
及
し
て
い
る
。
前
半
で
は
、
貴
妃
の
入
内
→
寵
愛
→
歓
楽
→
栄
華
→
戦
乱
→
崩
壊
→
都
落
ち
→
賜
死
→
玄
宗
の
悲
嘆
→
帰
京
→
失
意
の
如
く
、

時
間
は
た
だ
ひ
た
す
ら
直
線
的
に
流
れ
て
い
く
。
春
か
ら
秋
へ
と
季
節
は
移
り
去
り
、
繁
栄
を
謳
歌
し
た
宮
殿
の
人
々
も
瞬
く
間
に
衰
老
し
て

い
く
。
こ
れ
に
反
し
て
後
半
（
仙
界
）
の
時
間
は
「
蓬
莱
宮
中
日
月
長
」
の
一
句
に
尽
き
る
。
東
海
蓬
莱
の
仙
宮
で
は
、
時
間
は
永
遠
に
停
止

し
た
ま
ま
で
あ
り
、
そ
こ
に
暮
ら
す
「
仙
子
」
乃
ち
「
玉
妃
」
は
、
不
老
不
死
の
身
の
上
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
か
つ
て
人
間
界
に
あ
っ
て

玄
宗
と
共
に
過
ご
し
た
「
七
月
七
日
長
生
殿
、
夜
半
無
人
私
語
時
」
は
、
遠
い
過
去
の
記
憶
と
し
て
永
久
に
想
起
さ
れ
続
け
る
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
れ
ば
、「
長
恨
歌
」
は
詩
語
詩
句
の
み
な
ら
ず
全
体
の
構
想
ま
で
が
、
事
実
と
虚
構
、
男
と
女
、
歓
喜
と
悲

哀
、
栄
華
と
没
落
、
平
和
と
戦
争
、
若
さ
と
老
い
、
生
と
死
、
人
界
と
仙
界
、
一
瞬
と
永
遠
等
々
、
様
々
な
対
偶
観
念
で
鏤
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
意
味
で
白
居
易
に
な
る
「
長
恨
歌
」
は
、
対
偶
が
織
り
成
す
物
語
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
周
到
な
構
想
と

緻
密
な
措
辞
こ
そ
は
、
中
国
の
古
典
詩
歌
享
受
史
の
な
か
で
、「
長
恨
歌
」
を
不
朽
の
名
作
に
押
し
上
げ
た
最
大
の
要
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。



一
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〔四〕
　
連
鎖
の
技
法

白
居
易
は
「
長
恨
歌
」
で
多
種
多
様
な
修
辞
技
法
を
実
践
し
て
い
る
。
対
偶
は
そ
の
中
枢
を
占
め
る
が
、
こ
れ
と
併
行
し
て
頻
用
さ
れ
る
の

が
連
鎖
で
あ
る
。
白
詩
全
般
に
認
め
ら
れ
る
あ
る
種
の
流
れ
や
動
き
、
移
ろ
い
と
い
う
感
覚
は
、
連
鎖
の
修
辞
に
よ
っ
て
一
層
推
進
さ
れ
て
い

る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
対
偶
が
他
と
対
照
し
規
定
し
合
う
こ
と
で
、
均
斉
や
調
和
の
機
能
を
持
つ
と
す
る
な
ら
ば
、
連
鎖
は
他
と
繋
が
り
結
ぶ

こ
と
で
、
流
動
や
変
化
と
い
う
役
割
を
担
う
。
そ
し
て
こ
れ
を
代
表
す
る
修
辞
法
が
蝉
聯
体
（
頂
真
格
）
で
あ
る
。
白
居
易
は
唐
代
に
お
い
て
、

こ
の
技
法
を
最
も
愛
好
し
た
詩
人
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。「
長
恨
歌
」
で
使
用
さ
れ
る
蝉
聯
体
は
、
変
則
的
な
用
法
を
含
め
る
と
、
合
計
八
例
指

摘
で
き
る
。
以
下
に
掲
出
し
て
み
る
。

⑲	

「
雲
鬢
花
顔
金
歩
揺
、
芙
蓉
帳
暖
度
春
宵

0

0

。
春
宵

0

0

苦
短
日
高
起
、
従
此
君
主
不
早
朝
。」（
第
十
三
句
～
第
十
六
句
）。

⑳	

「
漢
宮
佳
麗
三
千
人

0

0

0

、
三
千

0

0

寵
愛
在
一
身
。」（
第
十
九
句
～
第
二
十
句
）。

㉑	

「
東
望
都
門
信
馬
帰0

、
帰0

来
池
苑
皆
依
旧
。」（
第
五
十
六
句
～
第
五
十
七
句
）。

㉒	

「
太
液
芙
蓉

0

0

未
央
柳0

。
対
此
如
何
不
涙
垂
、
芙
蓉

0

0

如
面
柳0

如
眉
。」（
第
五
十
八
句
～
第
六
十
句
）。

㉓	

「
忽
聞
海
上
有
仙
山0

、
山0

在
虚
無
縹
緲
間
。」（
第
八
十
三
句
～
第
八
十
四
句
）。

㉔	

「
空
持
旧
物
表
深
情
、
鈿
合
金
釵

0

0

0

0

寄
将
去
。
釵0

留
一
鈷
合0

一
扇
、
釵0

擘
黄
金
合

0

0

分
鈿0

。
但
教
心
似
金
鈿

0

0

堅
、
天
上
人
間
会
相
見
。」（
第

百
七
句
～
第
百
十
二
句
）。

㉕	

「
臨
別
慇
懃
重
寄
詞0

、
詞0

中
有
誓
両
心
知
。」（
第
百
十
三
句
～
第
百
十
四
句
）。

㉖	

「
在
天0

願
作
比
翼
鳥
、
在
地0

願
為
連
理
枝
。
天0

長
地0

久
有
時
尽
、
此
恨
緜
緜
無
絶
期
。」（
第
百
十
七
句
～
第
百
二
十
句
）。



一
二

前
句
最
後
の
言
葉
を
後
句
最
初
に
文
字
鎖
の
如
く
配
置
す
る
蝉
聯
体
は
、
心
象
や
節
奏
に
流
動
性
を
付
与
す
る
働
き
を
持
っ
て
い
る
。
⑲
⑳

㉑
㉓
㉕
は
ど
れ
も
標
準
的
な
用
法
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
詠
わ
れ
る
「
春
宵
」「
三
千
」「
帰
」「
山
」「
詞
」
の
各
語
に
対
し
て
、
連
続
・
重
複
・
強

意
・
屈
折
・
転
換
な
ど
の
表
現
効
果
を
与
え
て
い
る
。
蝉
聯
体
は
、
た
だ
同
一
文
字
を
反
復
し
て
節
奏
を
作
る
技
法
で
は
な
い
。
そ
れ
は
次
に

続
く
詩
句
に
、
質
的
な
変
化
や
場
面
の
飛
躍
を
齎
す
技
巧
で
あ
る
。

例
え
ば
当
初
提
示
さ
れ
た
何
気
な
い
「
春
宵
」
は
、
次
の
句
で
天
子
の
変
化
を
導
く
予
兆
と
な
っ
て
お
り
、
後
宮
に
使
え
る
宮
女
「
三
千
」

の
数
字
は
、
本
来
彼
女
ら
に
振
り
分
け
ら
れ
る
べ
き
天
子
の
恩
寵
が
、
楊
貴
妃
唯
一
人
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
ま
た
戦
乱
が
平

定
さ
れ
て
都
に
「
帰
」
還
し
た
時
の
情
景
描
写
、
さ
ら
に
方
士
が
「
忽ふ

」
と
聞
き
付
け
た
東
海
の
仙
「
山
」
は
、
通
常
の
山
と
は
異
な
り
、「
虚

無
」
の
内
に
ぼ
ん
や
り
と
霞
む
も
の
で
あ
り
、
玉
妃
が
言
付
け
た
「
詞
」
は
、
自
身
と
天
子
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
秘
密
で
あ
る
な
ど
、
蝉
聯

体
は
こ
れ
ら
の
場
面
の
変
化
や
進
展
に
効
果
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
以
外
の
変
則
的
な
形
を
採
る
㉒
㉔
㉖
で
も
、
亡
き
楊
貴
妃
へ
の
追
憶
が
、

宮
中
の
「
芙
蓉
」（
顔
）
と
「
柳
」（
眉
）
に
よ
っ
て
誘
わ
れ
、
天
子
か
ら
貴
妃
に
贈
ら
れ
た
「
鈿
合
」（
螺
鈿
細
工
を
施
し
た
蓋
付
き
の
小
箱
）
と

「
金
釵
」（
黄
金
で
作
ら
れ
た
二
股
の
簪
）
が
、
愛
情
の
確
か
な
証
と
し
て
何
度
も
綴
ら
れ
、
永
遠
に
変
わ
ら
な
い
二
人
の
思
い
は
、「
天
」「
地
」

を
繰
り
返
す
こ
と
で
よ
り
強
固
な
印
象
と
な
っ
て
い
る
。
詩
句
と
詩
句
を
繋
い
で
い
く
蝉
聯
体
は
、
男
女
の
愛
の
不
滅
を
詠
う
「
長
恨
歌
」
に

お
い
て
、
必
然
と
も
言
え
る
表
現
効
果
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

白
居
易
の
詩
歌
に
認
め
ら
れ
る
こ
う
し
た
連
鎖
の
技
法
は
、
特
殊
な
詩
語
の
運
用
に
お
い
て
も
瞠
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
次
に
検
討
す
る

の
は
、
重
言
・
双
声
・
畳
韻
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
音
声
面
の
工
夫
で
あ
る）

1（
（

。
同
一
の
漢
字
を
反
復
さ
せ
る
重
言
、
声
母
を
共
通
に
す
る
双
声
、

韻
母
と
声
調
の
統
一
を
図
る
畳
韻
は
、
白
詩
に
頻
出
す
る
修
辞
で
あ
る
。「
長
恨
歌
」
に
も
、
こ
の
技
巧
は
数
多
く
援
用
さ
れ
て
い
る
。
三
種
類

の
用
字
法
は
、
節
奏
や
音
声
を
円
滑
に
結
び
付
け
、
心
象
（
意
味
）
を
淀
み
無
く
繋
げ
て
い
く
機
能
を
な
し
て
い
る
。
い
わ
ば
読
者
の
生
理
感

覚
に
強
く
働
き
掛
け
る
手
法
と
言
え
る
。
確
認
で
き
た
も
の
を
分
類
し
て
表
示
し
て
み
た
い
。



一
三

〔
重
言
〕

㉗	
「
仙
楽
風
飄
処
処

0

0

聞
」（
第
二
十
八
句
）。

㉘	
「
翠
華
揺
揺

0

0

行
復
止
」（
第
三
十
五
句
）。

㉙	

「
聖
主
朝
朝
暮
暮

0

0

0

0

情
」（
第
四
十
八
句
）。

㉚	

「
遅
遅

0

0

鐘
漏
初
長
夜
」（
第
六
十
九
句
）。

㉛	

「
耿
耿

0

0

星
河
欲
曙
天
」（
第
七
十
句
）。

㉜	

「
悠
悠

0

0

生
死
別
経
年
」（
第
七
十
三
句
）。

㉝	

「
両
處
茫
茫

0

0

皆
不
見
」（
第
八
十
二
句
）。

㉞	

「
此
恨
緜
緜

0

0

無
絶
期
」（
第
百
二
十
句
）。

〔
双
声
〕

㉟	

「
黄
埃
散
漫
風
蕭
索

0

0

」（
第
四
十
三
句
）。

㊱	

「
雲
棧
縈
紆

0

0

登）
11
（

劔
閣
」（
第
四
十
四
句
）。

㊲	

「
到
此
躊
躇

0

0

不
能
去
」（
第
五
十
二
句
）。

㊳	

「
為
感
君
主
展
転

0

0

思
」（
第
七
十
七
句
）。

㊴	

「
楼
殿
玲
瓏

0

0

五
雲
起
」（
第
八
十
五
句
）。

㊵	

「
雲
膚
花
貌
参
差

0

0

是
」（
第
八
十
八
句
）。

㊶	

「
一
別
音
容
両
眇
茫

0

0

」（
第
百
二
句
）。



一
四

〔
畳
韻
〕

㊷	
「
宛
轉

0

0

蛾
眉
馬
前
死
」（
第
三
十
八
句
）。

㊸	
「
黄
埃
散
漫

0

0

風
蕭
索
」（
第
四
十
三
句
）。

㊹	

「
遂
教
方
士
慇
懃

0

0

覓
」（
第
七
十
八
句
）。

㊺	

「
其
上
綽
約

0

0

多
仙
子
」（
第
八
十
六
句
）。

㊻	

「
攬
衣
推
枕
起
徘
徊

0

0

」（
第
九
十
三
句
）。

㊼	

「
珠
箔
銀
屏
邐
迤

0

0

開
」（
第
九
十
四
句
）。

㊽	

「
風
吹
仙
袂
飄
颻

0

0

挙
」（
第
九
十
七
句
）。

㊾	

「
玉
容
寂
寞

0

0

涙
闌
干
」（
第
九
十
九
句
）。

㊿	

「
臨
別
殷
勤

0

0

重
寄
詞
」（
第
百
十
三
句
）。

白
居
易
は
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
常
用
す
る
詩
人
で
あ
り
、
そ
の
表
現
効
果
を
知
悉
す
る
作
家
で
あ
る
。「
長
恨
歌
」
百
二
十
句
に
満
遍
な
く
嵌
め
込

ま
れ
た
こ
れ
ら
多
数
の
詩
語
は
、
頭
重
脚
軽
四
拍
子
の
七
言
歌
行
体
と
い
う
様
式
と
も
適
合
し
て
、
聴
覚
に
心
地
よ
い
、
流
れ
る
よ
う
な
韻
律

を
作
り
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
彼
が
目
指
す
詩
歌
に
と
っ
て
停
滞
・
固
着
・
平
板
は
、
最
も
忌
避
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
改
め

て
理
解
さ
れ
る
。
平
易
・
暢
達
・
流
麗
に
し
て
、
感
覚
に
強
く
訴
え
る
詩
的
心
象
は
、
白
詩
が
持
つ
一
大
特
色
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
連
鎖
の

技
法
と
も
深
く
通
底
し
て
い
る
。
そ
し
て
叙
事
（
物
語
）
の
展
開
に
合
わ
せ
、
二
句
・
四
句
・
六
句
・
八
句
を
小
単
位
と
し
て
、
緩
急
自
在
に

連
結
し
て
い
く
優
れ
た
換
韻
の
呼
吸
も
、
本
節
で
の
指
摘
の
蓋
然
性
を
保
証
す
る
で
あ
ろ
う
。「
長
恨
歌
」
の
押
韻
字
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。



一
五

国こ
く

・
得と

く

・
識し

き

・
側そ

く

・
色し

ょ
く（

入
声
）
／
池ち

・
脂し

・
時じ

（
上
平
声
）
／
揺え

う

・
宵せ

う

・
朝て

う

（
下
平
声
）
／
暇か

・
夜や

（
去
声
）
／
人じ

ん

・
身し

ん

・
春し

ゅ
ん（

上
平

声
）
／
土ど

・
戸こ

・
女ぢ

ょ
（
上
声
）
／
雲う

ん

・
聞ぶ

ん
（
上
平
声
）
／
竹ち

く

・
足そ

く

・
曲き

ょ
く（

入
声
）
／
生せ

い

・
行か

う
（
下
平
声
）
／
止し

・
里り

・
死し

（
上
声
）
／
収し

う

・

頭と
う

・
流り

う

（
下
平
声
）
／
索さ

く

・
閣か

く

・
薄は

く

（
入
声
）
／
青せ

い

・
情じ

や
う・

声せ
い

（
下
平
声
）
／
馭ぎ

ょ

・
去き

ょ

・
処し

ょ

（
去
声
）
／
衣い

・
帰き

（
上
平
声
）
／
旧き

う

・
柳り

う

（
去
声
と
上
声
の
通
押
）
／
・
垂す

い

・
眉び

・
時じ

（
上
平
声
）
／
草さ

う

・
掃さ

う

・
老ら

う

（
上
声
）
／
然ぜ

ん

・
眠み

ん

・
天て

ん

（
下
平
声
）
／
重ち

ょ
う・

共き
ょ
う・

夢ぼ
う

（
去
声
）

／
客か

く

・
魄は

く

・
覓べ

き
（
入
声
）
／
電で

ん

・
遍へ

ん

・
見け

ん
（
去
声
）
／
山さ

ん

・
間か

ん
（
上
平
声
）
／
起き

・
子し

・
是ぜ

（
上
声
）
／
扃け

い

・
成せ

い

・
驚き

や
う（

下
平
声
）
／
徊く

わ
い・

開か
い

・
来ら

い

（
上
平
声
）
／
挙き

よ

・
舞ぶ

・
雨う

（
上
声
）
／
王わ

う

・
茫ば

う

・
長ち

や
う（

下
平
声
）
／
処し

ょ

・
霧む

・
去き

ょ

（
去
声
）
／
扇せ

ん

・
鈿で

ん

・
見け

ん

（
去
声
）
／
詞し

・

知ち

・
時じ

・
枝し

・
期き

（
上
平
声
）。

場
面
が
変
化
す
る
度
に
適
切
な
換
韻
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
詩
人
の
技
量
が
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
変
化
す
る
声
調

を
持
つ
仄
声
（
上
声
・
去
声
・
入
声
）
が
韻
字
と
な
る
段
落
で
は
、
叙
述
の
展
開
や
心
象
の
流
出
に
大
き
な
作
用
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
こ
で
は
入
声
韻
尾
（k

）
を
配
置
す
る
三
つ
の
段
落
の
み
抜
き
出
し
て
み
る
。

�	

「
漢
皇
重
色
思
傾
国2

、
御
寓
多
年
求
不
得2

。
楊
家
有
女
初
長
成
、
養
在
深
窓
人
未
識2

。
天
生
麗
質
難
自
棄
、
一
朝
選
在
君
主
側2

。
回
眸

一
笑
百
媚
生
、
六
宮
粉
黛
無
顔
色2

。」（
第
一
句
～
第
八
句
・
前
段
部
分
）。

�	

「
緩
歌
慢
舞
凝
絲
竹2

、
尽
日
君
主
看
不
足2

。
漁
陽
鞞
鼓
動
地
来
、
驚
破）

1（
（

霓
裳
羽
衣
曲2

。」（
第
二
十
九
句
～
第
三
十
二
句
・
前
段
部
分
）。

�	

「
臨
卭
方
士
鴻
都
客2

、
能
以
精
誠
致
魂
魄2

。
為
感
君
王
展
転
思
、
遂
教
方
士
殷
勤
覓2

。」（
第
七
十
五
句
～
第
七
十
八
句
・
後
段
部
分
）。

長
篇
叙
事
詩
の
前
半
部
と
後
半
部
の
書
き
出
し
�
�
が
と
も
に
短
く
詰
ま
る
入
声
で
押
韻
さ
れ
て
い
る
の
は
、
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
で
あ



一
六

ろ
う
。
人
界
と
仙
界
の
物
語
が
そ
れ
ぞ
れ
始
ま
る
冒
頭
に
あ
っ
て
、
読
み
手
―
聞
き
手
―
の
意
識
を
一
気
に
引
き
付
け
集
中
さ
せ
る
働
き
を
な

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
前
半
部
で
場
面
が
劇
的
に
転
換
す
る
�
で
は
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
幸
福
の
絶
頂
が
、
あ
る
日
突
然
何
の
前
触
れ

も
な
く
崩
壊
し
た
こ
と
を
示
す
の
に
、「
竹
」「
足
」「
曲
」
と
い
う
緊
張
し
た
響
き
を
持
つ
入
声
三
字
が
効
果
的
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て

唐
王
朝
の
平
和
と
繁
栄
を
象
徴
す
る
「
霓
裳
羽
衣
曲
」
が
、
安
禄
山
率
い
る
賊
軍
の
「
漁
陽
鞞
鼓
」
と
対
比
さ
れ
、
こ
こ
に
安
逸
と
戦
乱
の
断

層
が
く
っ
き
り
と
明
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
押
韻
の
技
法
も
、
優
れ
た
連
鎖
表
現
を
作
り
上
げ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

〔五〕
　
結
語

「
長
恨
歌
」
の
最
終
二
句
は
「
天
長
地
久
有
時
尽
、
此
恨
緜
緜
無
絶
期
」
で
結
ば
れ
る
。
現
世
で
失
わ
れ
た
は
ず
の
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
恋
情

は
、
幽
明
境
を
異
に
し
た
後
も
永
久
に
続
い
て
い
く
。
ま
さ
に
「
長
恨
歌
」
こ
そ
は
、
対
偶
と
連
鎖
の
物
語
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
作

品
に
は
様
々
な
修
辞
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
対
偶
と
連
鎖
の
二
大
技
法
は
、
そ
れ
ら
全
て
を
貫
通
す
る
根
幹
と
な
っ
て
い
る
。
仮

に
こ
の
両
者
が
無
け
れ
ば
「
長
恨
歌
」
の
世
界
は
成
り
立
た
ず
、
白
居
易
的
な
詩
情
や
詩
風
も
瞬
時
に
変
質
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

白
居
易
は
三
十
五
歳
で
「
長
恨
歌
」
を
完
成
さ
せ
、
唐
代
の
広
範
な
人
々
か
ら
支
持
と
名
声
を
獲
得
し
た
。
そ
れ
は
天
性
の
資
質
を
開
花
さ

せ
、
詩
人
と
し
て
の
個
性
を
確
立
し
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
。「
長
恨
歌
」
で
試
さ
れ
た
修
辞
の
数
々
は
、
こ
の
三
年
後
の
三
十
八
歳
か

ら
制
作
さ
れ
る
「
新
楽
府
五
十
首
」〔
0125
～
0174
〕
に
お
い
て）

1（
（

、
よ
り
一
層
拡
張
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
若
き
日
に
萌
芽
し
た
対
偶
と
連
鎖
の
詩

才
は
、
七
十
五
歳
の
最
晩
年
に
達
す
る
ま
で
さ
ら
に
錬
成
さ
れ
て
い
き
、
そ
の
情
熱
は
一
生
を
通
じ
て
些
か
も
減
退
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
白
居
易
文
学
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」
の
意
義
も
ま
た
、
こ
の
点
に
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。



一
七

〔
註
〕

（
１
）		
「
離
離
原
上
草
、
一
歳
一
枯
栄
。
野
火
焼
不
尽
、
春
風
吹
又
生
。
遠
芳
侵
古
道
、
晴
翠
接
荒
城
。
又
送
王
孫
去
、
萋
萋
満
別
情
。」。

（
２
）		
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
詳
し
く
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。『
白
居
易
研
究

　
閑
適
の
詩
想
』「
第
十
一
章
、
香
山
寺
と
白
氏
文
集
―
閑
適
の
完
成
、
第
四
節
、

白
居
易
に
お
け
る
白
氏
文
集
」（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
十
月
）
を
参
照
。

（
３
）		

詩
語
「
風
情
」
に
つ
い
て
は
、
諸
田
龍
美
『
白
居
易
恋
情
文
学
論
』
の
「
第
七
章
、
風
情
考
―
一
篇
の
長
恨

　
風
情
有
り
の
真
義
に
つ
い
て
」
に
犀
利
な
考
察

が
あ
り
、「
風
人
の
情
」（
諷
諭
型
解
釈
）
で
は
な
く
、「
み
ず
み
ず
し
い
感
受
力
（
受
動
態
）
と
漲
る
情
感
（
能
動
態
）
で
あ
り
、
更
に
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、

〝
生
命
力
〟
へ
の
認
識
に
他
な
ら
な
い
」
と
結
論
づ
け
る
。

（
４
）		

「
古
人
（
孟
子
）
云
、
窮
則
独
善
其
身
、
達
則
兼
済
天
下
。
僕
雖
不
肖
、
常
師
此
語
。
…
…
故
僕
、
志
在
兼
済
、
行
在
独
善
。
奉
而
始
終
之
則
為
道
、
言
而
発

明
之
則
為
詩
。
謂
之
諷
諭
詩
、
兼
済
之
志
也
。
謂
之
閑
適
詩
、
独
善
之
義
也
。
故
覧
僕
詩
者
、
知
僕
之
道
焉
。」（「
与
元
九
之
書
」〔
1486
〕）。

（
５
）		

中
国
大
陸
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」
の
主
題
研
究
に
つ
い
て
は
、
周
相
録
「
中
国
に
お
け
る
〝
長
恨
歌
〟
研
究
―
」（「
白
居
易
研
究
年
報
第
十
一
号
特
集

　
長
恨

歌
―
愛
と
死
の
文
学
」〔
白
居
易
研
究
会
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
〕
が
参
考
に
な
る
。
そ
こ
で
は
諷
諭
主
題
説
・
愛
情
主
題
説
・
二
重
主
題
説
・
感
傷

主
題
説
・
隠
事
主
題
説
の
五
つ
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
６
）		

「
長
恨
歌
」
に
認
め
ら
れ
る
修
辞
上
の
工
夫
と
し
て
、
口
語
・
擬
態
語
・
身
体
・
数
字
・
比
喩
・
対
句
・
蝉
聯
体
・
リ
ズ
ム
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
個
々
に
解
説

が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
章
と
関
係
す
る
の
で
、
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）		

同
様
の
指
摘
は
、
川
合
康
三
『
白
楽
天
―
官
と
隠
の
は
ざ
ま
で
』
六
十
頁
～
六
十
一
頁
で
も
な
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）		

下
定
雅
弘
『
長
恨
歌

　
楊
貴
妃
の
魅
力
と
魔
力
』
百
三
十
二
頁
の
指
摘
に
拠
る
。

（
９
）		

註
（
７
）
所
掲
書
の
六
十
三
頁
〝
対
比
的
な
楊
貴
妃
像
〟
を
参
照
。

（
1（
）		

念
の
た
め
に
言
え
ば
、
重
言
・
双
声
・
畳
韻
の
構
造
に
は
対
偶
的
な
要
素
が
自
ず
と
含
ま
れ
て
い
る
が
、
表
現
効
果
の
中
心
は
明
ら
か
に
音
声
の
連
結
や
暢
達



一
八

に
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

（
11
）		
因
み
に
「
金
澤
文
庫
本
」
で
は
「
縈
迂
」
を
「
縈
迴
」
に
作
り
、
こ
の
場
合
は
双
声
と
な
ら
な
い
。

（
1（
）		

「
驚
破
」
は
動
詞
で
、「
驚
か
し
打
ち
砕
く
」
意
。「
破
」
は
単
な
る
強
意
の
助
字
で
は
な
く
、「
看
破
」「
踏
破
」「
説
破
」
の
よ
う
に
、
破
壊
・
破
裂
の
気
分
を
よ

り
多
く
含
む
。
こ
の
言
葉
が
持
つ
強
烈
な
響
き
は
、
脚
韻
を
な
す
「
竹
」「
足
」「
曲
」
と
い
う
入
声
字
の
ま
と
ま
り
と
も
有
機
的
に
呼
応
し
、
緊
急
か
つ
切
迫
し

た
場
面
展
開
を
象
徴
し
て
い
る
。
詩
人
た
る
白
居
易
の
高
い
技
量
を
示
し
て
い
て
留
意
さ
れ
る
。

（
1（
）		

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
小
稿
「
白
居
易
新
楽
府
五
十
首
の
修
辞
技
法
」（「
中
国
文
学
研
究
」
第
四
十
期
、
早
稲
田
大
学
中
国
文
学
会
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

で
詳
し
く
述
べ
た
。


